
JP 2013-135923 A5 2013.12.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公開番号】特開2013-135923(P2013-135923A)
【公開日】平成25年7月11日(2013.7.11)
【年通号数】公開・登録公報2013-037
【出願番号】特願2013-47865(P2013-47865)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/58    ３１０　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月31日(2013.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　延設縦長接続部材と協働する第１骨取付け構造および第２骨取付け構造を有する医療用
インプラントアセンブリにおいて、
　前記接続部材は、
　　ａ）前記第１骨取付け構造と第２骨取付け構造との間に部分的に配設される遷移部を
備え、前記遷移部は、
　　　（ｉ）前記第１骨取付け構造に取り付けられる硬質な部分と、
　　　（ｉｉ）前記硬質な部分に端部どうしで固定されるエラストマー部材と、を有し、
前記エラストマー部材は、前記エラストマー部材と前記第２骨取付け構造との間の運動を
提供するように前記第２骨取付け構造と協働し、
　　ｂ）前記接続部材は、前記遷移部に係合する圧縮可能な外側スリーブを有し、前記外
側スリーブは、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間に位置決めされ、前
記ラストマー部材を囲う支持を提供する、医療用インプラントアセンブリ。
【請求項２】
　前記エラストマー部材は、矩形断面を有する板であることを特徴とする、請求項１に記
載の医療用インプラントアセンブリ。
【請求項３】
　前記硬質な部分は、前記硬質な部分の端部近傍に複数の内腔を有し、前記エラストマー
部材の端部は、前記内腔内に配設されると共に当該内腔を完全に満たすことを特徴とする
、請求項１に記載の医療用インプラントアセンブリ。
【請求項４】
　前記スリーブは、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間に、それらに接
触して延設されることを特徴とする、請求項１に記載の医療用インプラントアセンブリ。
【請求項５】
　前記スリーブは、据え付けの間、圧縮されることを特徴とする請求項１に記載の医療用
インプラントアセンブリ。
【請求項６】
　前記スリーブは、その表面に形成された１本の溝を有することを特徴とする請求項１に
記載の医療用インプラントアセンブリ。
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【請求項７】
　延設縦長接続部材と協働する第１骨取付け構造および第２骨取付け構造を有する医療用
インプラントアセンブリにおいて、
　前記接続部材は、
　　ａ）前記第１骨取付け構造と第２骨取付け構造との間に部分的に配設される遷移部を
備え、前記遷移部は、
　　　（ｉ）前記第１骨取付け構造に取り付けられる硬質な部分を有し、前記硬質な部分
は、前記第１骨取付け構造から外側に延び、且つ、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取
付け構造との間を延び、
　　　（ｉｉ）前記遷移部はさらに、固定されるエラストマー部材を有し、前記エラスト
マー部材は、前記エラストマー部材の端部で前記硬質な部分に重なる関係で固定され、前
記エラストマー部材は、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間の運動を提
供するように前記第２骨取付け構造と協働し、
　　ｂ）前記接続部材は、前記遷移部に係合する圧縮可能な外側スリーブを有し、前記外
側スリーブは、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間に位置決めされ、前
記ラストマー部材を囲う支持を提供する、医療用インプラントアセンブリ。
【請求項８】
　延設縦長接続部材と協働する第１骨取付け構造および第２骨取付け構造を有する医療用
インプラントアセンブリにおいて、
　前記接続部材は、
　　ａ）前記第１骨取付け構造と第２骨取付け構造との間に部分的に配設される遷移部を
備え、前記遷移部は、
　　　（ｉ）前記第１骨取付け構造に取り付けられる硬質な部分を有し、前記硬質な部分
は、前記第１骨取付け構造から外側に延び、且つ、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取
付け構造との間を延び、
　　　（ｉｉ）前記遷移部はさらに、前記硬質な部分に重なる関係で固定される張力付与
可能な部材を有し、前記張力付与可能な部材は、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付
け構造との間の運動を提供するように前記第２骨取付け構造と協働し、
　　ｂ）前記接続部材は、前記遷移部に重なる関係で係合する圧縮可能な外側スリーブを
有し、前記外側スリーブは、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間に位置
決めされ、張力付与時に前記張力付与可能な部材を囲う支持を提供する、医療用インプラ
ントアセンブリ。
【請求項９】
　延設縦長接続部材と協働する第１骨取付け構造および第２骨取付け構造を有する医療用
インプラントアセンブリにおいて、
　前記接続部材は、
　　ａ）前記第１骨取付け構造と第２骨取付け構造との間に部分的に配設される遷移部を
備え、前記遷移部は、
　　　（ｉ）前記第１骨取付け構造に取り付けられる硬質な部分と、
　　　（ｉｉ）前記硬質な部分に固定されるエラストマー部材と、を有し、前記エラスト
マー部材は、前記エラストマー部材と前記第２骨取付け構造との間の運動を提供するよう
に前記第２骨取付け構造と協働し、
　　ｂ）前記接続部材は、前記遷移部に係合する圧縮可能な外側スリーブを有し、前記外
側スリーブは、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間に位置決めされ、前
記ラストマー部材を囲う支持を提供する、医療用インプラントアセンブリ。
【請求項１０】
　延設縦長接続部材と協働する第１骨取付け構造および第２骨取付け構造を有する医療用
インプラントアセンブリにおいて、
　前記接続部材は、
　　ａ）前記第１骨取付け構造と第２骨取付け構造との間に部分的に配設される遷移部を
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備え、前記遷移部は、
　　　（ｉ）前記第１骨取付け構造に取り付けられる硬質な部分を有し、前記硬質な部分
は、前記第１骨取付け構造から外側に延び、且つ、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取
付け構造との間を延び、
　　　（ｉｉ）前記遷移部はさらに、固定されるエラストマー部材を有し、前記エラスト
マー部材は、前記エラストマー部材の端部で前記硬質な部分に重なる関係で固定され、前
記エラストマー部材は、前記第１骨取付け構造と前記第２骨取付け構造との間の運動を提
供するように前記第２骨取付け構造と協働し、
　　ｂ）前記接続部材は、前記遷移部に係合し且つ前記遷移部を少なくとも部分的に囲う
圧縮可能な外側スリーブを有し、前記外側スリーブは、前記第１骨取付け構造と前記第２
骨取付け構造との間に位置決めされ、前記ラストマー部材を囲う支持を提供する、医療用
インプラントアセンブリ。
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